
ル
イ
・
ラ
ン
ベ
ー
ル

ー
バ
・
ル
ザ
ッ
ク
に
よ
る
知
的
な
青
年
主
人
公
の
創
造黒

　
崎
　
靖
　
子

認
識
へ
の
情
熱
の
導
く
ま
ま
に
、
人
間
の
精
神
の
触
知
す
べ
か
ら
ざ
る
領
域
　
六
六
⊥
八
二
四
）
と
の
間
に
、
思
楚
お
け
る
、
性
格
、
心
理
に
お
け
る
、
｝

こ
ふ
み
入
っ
て
発
狂
す
る
・
青
年
思
想
家
の
精
神
史
を
描
い
た
バ
ル
ザ
・
ク
の
　
深
い
類
似
の
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
H
．
エ
ヴ
・
ソ
歪
に
よ
．
て
指
摘
さ
れ
て
町

湯
作
品
に
つ
い
て
は
・
前
号
で
一
黎
を
試
み
て
あ
る
・
そ
こ
で
は
・
〃
哲
い
臥
q
）
発
狂
そ
の
他
の
外
的
運
命
の
相
濃
別
と
し
て
、
こ
の
バ
ル
ザ
・
あ
「

学
研
究
”
に
属
す
る
作
品
が
・
〃
人
間
喜
劇
”
の
ド
ラ
マ
ト
ル
ず
と
し
て
働
　
人
物
と
実
在
の
思
想
家
が
示
し
て
い
る
内
面
の
類
似
の
深
さ
に
は
、
た
し
か

ら
い
て
い
る
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
思
想
体
系
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
目
　
　
　
に
、
お
ど
ろ
く
べ
き
も
の
が
あ
る
Q
天
才
と
狂
気
と
い
う
近
代
的
テ
ー
マ
を
、

し
・
こ
の
作
品
の
主
人
公
の
哲
学
的
探
究
と
心
理
的
か
っ
と
う
と
に
、
哲
学
へ
　
　
思
想
家
の
内
面
の
ド
ラ
マ
と
し
て
始
め
て
克
明
に
描
い
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
人
物

の
情
熱
に
よ
っ
て
作
家
形
成
を
は
じ
め
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
自
身
の
問
題
を
さ
ぐ
っ
　
　
の
モ
デ
ル
は
、
熱
心
に
研
究
さ
れ
て
き
た
が
決
定
的
な
も
の
は
見
出
さ
れ
て
い

て
み
た
の
だ
っ
た
。
今
、
再
び
こ
の
作
品
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、
残
さ
れ
た
問
　
　
　
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

題
、
作
家
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
関
す
る
見
地
を
は
な
れ
て
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
　
　
　
ビ
ラ
ソ
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
ラ
ソ
ベ
：
ル
は
彼
と
同
じ
年
に
死
ぬ
と
い
う
一

青
年
の
知
性
史
の
・
ア
ク
チ
ュ
ァ
リ
テ
の
問
題
に
ふ
れ
て
み
た
い
か
ら
で
あ
　
　
致
ま
で
見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
世
俗
的
名
声
を
き
ら
っ
て
隠
遁
の
中
で
思
索
に

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
け
る
こ
と
を
ね
が
い
と
し
、
そ
の
著
作
は
ほ
と
ん
ど
生
前
に
は
刊
行
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
、
哲
学
の
専
門
的
な
世
界
で
の
み
知
ら
れ
て
い
た
こ
の
哲
学
者
を
、
バ
ル
ザ

ω
ル
イ
．
ラ
ン
↑
ル
の
7
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ー
ー
イ
ヌ
．
ド
．
ビ
ラ
ン
　
ツ
ク
が
知
っ
て
い
た
と
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
・
〃
ル
イ
・
ラ
と
ヘ
ル
“

　
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
主
人
公
と
同
時
代
の
哲
学
者
メ
ー
ヌ
・
ド
・
ビ
ラ
ソ
（
一
七
　
　
　
に
よ
っ
て
人
間
の
知
性
の
最
高
の
姿
を
小
説
化
し
よ
う
と
し
た
バ
ル
ザ
ッ
ク



は
、
百
科
全
書
的
な
読
書
に
よ
？
て
時
代
の
知
的
問
題
を
吸
収
す
る
一
方
、
哲
　
　
　
　
ラ
ン
ベ
：
ル
の
思
想
家
と
し
て
の
出
発
は
、
神
秘
主
義
に
浸
さ
れ
た
幼
少
時

学
へ
の
情
熱
に
は
じ
ま
っ
た
自
身
の
青
年
時
代
の
知
的
生
活
を
再
現
し
た
の
だ
　
　
　
代
の
中
に
決
定
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
学
問
へ
の
野
心
を
あ
ら
わ
す
”
意

つ
た
。
だ
か
ら
、
ラ
ソ
ベ
ー
ル
と
ビ
ラ
ソ
と
の
知
的
心
理
的
類
似
性
は
、
一
つ
　
゜
　
志
論
”
の
思
想
は
、
人
間
の
存
在
の
基
礎
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
：
を
物
質
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ロ

の
世
代
の
知
性
の
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
　
　
　
る
絶
対
的
な
唯
物
論
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
。
幼
少
時
代
の
幻
想
は
別
と
－
し

ね
ぽ
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
出
発
も
ま
た
、
十
八
世
紀
唯
物
論
か
ら
で
あ
る
。

　
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
の
天
分
に
お
い
て
過
去
の
フ
ラ
ソ
ス
哲
学
史
上
な
ら
ぶ
も
　
　
　
　
　
②
意
志
論
に
よ
る
人
間
学
の
形
成

の
は
な
く
、
“
フ
ラ
ソ
ス
の
カ
ソ
ト
”
と
称
さ
れ
た
メ
：
ヌ
・
ド
・
ビ
ラ
ソ
は
、
　
　
　
外
感
の
世
界
に
対
す
る
内
感
の
世
界
、
人
間
の
受
動
性
に
対
す
る
自
発
性
の

そ
の
形
成
に
お
い
て
い
か
な
る
思
想
家
か
ら
も
直
接
の
影
響
を
う
け
た
こ
と
の
　
　
存
在
を
尭
見
し
て
後
、
ビ
ラ
ソ
は
、
“
心
理
学
の
基
礎
”
（
一
八
＝
一
年
）
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
い
”
最
も
自
発
的
な
、
独
創
的
な
思
想
家
”
で
あ
っ
た
。
哲
学
史
に
お
け
る
　
　
　
い
て
、
イ
デ
オ
ロ
：
グ
の
機
械
論
的
受
動
的
人
間
観
に
対
す
る
新
し
い
人
間
学

彼
の
名
は
、
は
じ
め
は
ラ
ロ
ミ
ギ
ェ
：
ル
と
と
も
に
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
後
継
者
　
　
，
の
シ
ス
テ
ム
を
あ
ら
わ
し
た
。
ビ
ラ
ソ
の
思
想
は
、
感
覚
論
者
た
ち
に
よ
っ
て

と
し
て
、
・
後
に
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ク
ー
ザ
ソ
、
ロ
ワ
イ
干
コ
ラ
ー
ル
ら
”
折
　
　
忘
れ
ら
れ
て
き
た
自
我
の
自
発
性
と
自
由
と
を
主
張
し
、
人
間
の
存
在
の
基
礎

衷
派
あ
間
に
・
見
出
さ
れ
る
・
イ
デ
オ
了
グ
の
唯
物
論
か
ら
唯
心
論
に
・
　
を
意
志
に
認
め
た
点
で
・
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
・
人
間
の
具
体
的
な
把
握
臣

さ
ら
に
神
秘
田
心
想
へ
。
こ
の
両
楚
位
置
す
る
発
端
か
ら
到
達
占
…
へ
の
ビ
一
フ
ン
　
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
た
だ
内
感
に
よ
．
て
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
内
感
を
分
析
而

の
思
想
的
発
展
こ
そ
、
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
知
性
史
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
　
　
し
て
ゆ
き
つ
く
人
間
性
の
原
初
的
事
実
は
意
志
に
よ
る
努
力
感
で
あ
る
。
ま

あ
る
。
以
下
、
そ
の
思
想
の
発
展
と
方
法
と
体
系
と
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
　
・
　
た
、
人
間
の
精
神
は
、
す
べ
て
、
自
発
性
と
受
動
性
と
の
相
対
立
す
る
二
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
①
唯
物
論
に
よ
る
哲
学
の
出
発
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
象
を
も
ち
、
し
た
が
っ
て
人
間
の
心
身
の
関
係
は
二
重
で
あ
る
。
自
発
性
と

　
メ
ー
ヌ
・
ド
・
ビ
ラ
ソ
は
感
覚
論
全
盛
の
時
代
に
思
索
を
始
め
た
の
で
、
初
　
　
　
受
動
性
と
の
間
の
さ
ま
ざ
ま
の
配
合
関
係
に
よ
り
、
自
我
の
ヴ
ァ
リ
エ
テ
が
生

期
の
思
想
に
は
コ
ソ
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。
彼
は
オ
ト
ゥ
イ
ユ
会
　
　
じ
る
。
意
志
の
努
力
に
よ
っ
て
、
自
発
性
を
受
動
性
に
優
越
さ
せ
た
と
き
、
自

に
も
加
わ
っ
た
が
、
と
く
に
一
八
〇
二
年
の
ア
カ
デ
ミ
：
論
文
”
習
慣
の
思
惟
　
　
我
は
最
も
完
成
さ
れ
（
自
由
を
得
る
。

に
及
ぼ
す
影
響
”
に
よ
り
、
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
重
鎮
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
　
　
　
　
ラ
ソ
ベ
ー
ル
に
と
っ
て
も
、
人
間
性
は
、
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
作
用
と
反
作

た
。
し
か
し
、
虚
弱
な
体
質
と
病
的
に
鋭
い
感
受
性
に
よ
っ
て
、
早
く
か
ら
　
　
用
と
の
対
立
に
よ
り
、
内
的
人
間
、
外
的
人
間
と
い
う
二
重
構
造
で
あ
ら
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

”
内
部
か
ら
自
己
を
見
つ
め
、
自
己
と
は
何
か
を
知
ろ
ヶ
と
す
る
”
方
向
を
決
　
　
　
る
。
そ
し
て
、
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
支
配
す
る
も
の
は
意
志
で
あ
り
、
意
志
力
に

定
さ
れ
て
い
た
彼
は
、
一
八
〇
五
年
の
”
思
惟
の
分
析
論
”
に
よ
っ
て
感
覚
論
　
　
　
よ
る
内
的
人
間
へ
の
集
中
と
い
う
心
理
学
的
方
法
に
、
自
我
の
統
一
と
人
間
の

に
対
す
る
は
げ
し
い
攻
撃
を
試
み
、
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
訣
別
す
る
。
　
　
　
　
　
　
精
神
の
力
の
す
ぐ
れ
た
発
現
と
を
も
と
め
て
、
ビ
ラ
ソ
の
主
意
主
義
的
人
間
学



と
同
じ
立
場
を
示
し
て
い
る
。
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
人
間
研
究
は
、
生
理
学
と
と
も
　
　
　
の
中
に
自
我
を
解
放
し
ょ
う
と
す
る
。
ビ
ラ
ソ
も
、
自
我
の
神
の
中
へ
の
解
放

に
、
占
術
、
交
霊
術
、
テ
レ
パ
シ
：
、
な
ど
の
心
霊
的
方
向
に
、
魂
の
不
滅
の
　
　
を
思
索
す
る
と
き
、
神
秘
的
胱
惚
感
を
味
わ
わ
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。

証
を
求
め
て
い
る
点
特
徴
が
あ
る
が
、
き
び
し
い
実
証
の
精
神
と
鋭
い
分
析
に
　
　
　
　
　
③
神
秘
思
想
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
メ
タ
フ
ィ
ジ
ヅ
ク
な
完
成

よ
っ
て
新
し
い
人
澗
論
を
体
系
づ
け
た
ビ
ラ
ソ
も
、
内
感
の
探
究
の
重
要
な
一
　
　
　
神
秘
思
想
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
魂
の
要
求
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
哲
学
を

環
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
超
心
理
学
の
分
野
に
も
手
を
つ
け
て
い
る
。
　
　
　
　
　
よ
り
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
要
求
に
も
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
意
欲
す
る
自
我

　
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
ビ
ラ
ソ
の
場
合
も
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
場
合
も
、
哲
学
　
　
に
は
限
界
が
あ
り
、
意
志
は
人
間
に
と
っ
て
究
極
の
解
決
法
と
は
な
ら
な
い
。

は
、
抽
象
的
思
弁
で
は
な
く
、
彼
ら
の
個
性
、
内
的
生
活
と
き
り
は
な
し
が
た
　
　
彼
ら
は
そ
の
こ
と
を
、
何
よ
り
も
目
己
の
問
題
と
し
て
感
じ
た
。
こ
う
し
て
、

く
結
び
つ
い
て
発
展
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
彼
ら
は
哲
学
に
　
　
普
遍
的
な
絶
対
的
な
自
我
を
求
め
て
、
同
時
に
時
代
の
た
め
に
、
宗
教
と
哲
学

お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
心
理
に
お
い
て
、
さ
ら
に
興
味
深
い
類
似
を
示
　
　
と
を
一
体
と
し
た
新
し
い
人
類
の
モ
ラ
ル
を
求
め
る
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
、

す
。
虚
弱
体
で
、
過
敏
な
廠
受
性
を
も
ち
、
き
わ
め
て
内
向
的
な
彼
ら
は
、
神
　
　
　
彼
ら
は
最
後
の
メ
タ
ブ
イ
ジ
ヅ
ク
の
段
階
に
至
る
。
一
八
二
三
年
の
”
新
人
間

経
質
な
、
分
裂
型
気
質
の
人
間
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
の
特
徴
は
、
過
敏
・
　
学
試
，
論
“
に
お
い
て
、
ビ
ラ
ソ
は
、
物
質
か
ら
精
神
へ
三
段
階
を
経
て
上
昇
し

で
あ
る
た
め
に
必
然
的
に
外
界
感
覚
に
動
か
さ
れ
や
す
く
・
そ
の
内
省
へ
の
て
い
く
人
間
性
の
ヒ
エ
ラ
ル
†
を
示
し
た
・
下
部
に
快
楽
・
嘉
な
ど
の
肉
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

志
向
と
の
間
に
常
に
か
っ
と
う
を
告
る
．
」
と
で
あ
り
、
ビ
一
フ
ソ
も
．
フ
ソ
ベ
ー
　
感
髪
配
さ
れ
る
、
人
間
の
讐
志
的
存
在
で
あ
る
勤
物
的
生
活
が
あ
り
、
上
一

ル
も
、
彼
ら
の
二
重
性
の
人
間
論
を
自
ら
の
上
に
演
じ
て
苦
し
む
の
で
あ
る
。
　
　
部
に
人
間
の
意
志
を
こ
え
た
精
神
的
生
活
が
あ
り
、
こ
の
中
間
に
、
両
者
の
か

ラ
ソ
ベ
ー
ル
に
お
け
る
肉
体
と
思
惟
ど
の
、
欲
望
と
理
想
主
義
と
の
矛
盾
は
、
　
　
　
つ
と
う
す
る
不
安
な
状
態
が
あ
り
、
意
志
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
人
間
的
生
活

精
神
分
裂
と
い
う
破
局
に
ま
で
達
す
る
。
メ
：
ヌ
・
ド
・
ピ
ラ
ソ
も
、
“
内
的
　
　
が
あ
る
。
努
刀
が
、
欲
望
と
祈
り
を
通
し
て
㍉
人
間
を
第
二
の
圏
か
ら
第
三
の

日
記
”
に
お
い
て
、
肉
体
に
、
ま
た
政
治
活
動
に
、
社
交
生
活
へ
の
本
能
的
欲
　
　
　
圏
へ
導
く
鍵
で
あ
る
。
自
我
は
、
神
へ
の
”
愛
”
の
中
に
、
全
身
を
創
造
者
に

望
に
、
思
索
へ
の
専
一
を
妨
げ
ら
れ
つ
づ
け
る
苦
し
み
を
つ
づ
っ
て
い
る
。
彼
　
　
ゆ
だ
ね
る
。
こ
こ
に
人
間
の
意
志
の
た
た
か
い
は
や
み
、
神
と
の
融
合
の
中

ら
の
哲
学
は
、
何
よ
り
も
、
自
我
の
内
部
の
統
一
、
生
め
不
変
の
原
理
を
求
め
　
　
に
、
解
放
さ
れ
た
自
我
は
つ
い
に
安
息
を
見
出
す
。
一
方
、
神
秘
的
瞑
想
の
時

て
、
自
己
を
苦
し
み
か
ら
解
放
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
王
政
復
古
時
代
の
社
会
　
　
　
期
の
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
、
本
能
－
抽
象
－
特
殊
と
い
う
語
を
用
い
て
、
全
く
同
じ

の
モ
ラ
ル
の
危
機
に
あ
た
っ
て
、
彼
ら
の
苦
し
み
と
絶
望
感
は
ま
す
ま
す
大
き
　
　
人
間
の
段
階
説
を
の
べ
て
い
る
。

く
な
り
、
外
に
で
は
な
く
内
に
沈
潜
し
た
彼
ら
は
、
全
存
在
を
あ
げ
て
、
唯
一
　
　
　
云
う
ま
で
も
な
く
、
メ
タ
フ
ィ
ジ
ヅ
ク
の
こ
の
理
想
は
、
彼
ら
の
上
に
は
実

の
絶
対
者
な
る
神
を
よ
び
求
め
る
に
い
た
る
。
彼
ら
の
宗
教
は
、
当
然
神
秘
主
　
　
　
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
生
き
て
い
る
限
り
彼
ら
の
苦
悩
は
や
む
時
が
な
い
。
メ
ー

　
　
　
　
　
　
　

義
に
走
っ
た
。
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
、
自
ら
意
志
力
に
よ
り
、
神
と
の
神
秘
的
融
合
　
　
　
ヌ
・
ド
・
ピ
ラ
ン
と
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
、
そ
の
人
間
学
以
上
に
、
人
間
的
な
苦
慨



に
よ
っ
て
、
我
々
の
心
を
ひ
き
つ
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
義
と
の
中
道
に
、
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
動
物
的
受
動
的
人
間
観
に
か
わ
り
、
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
の
自
由
と
精
神
の
自
発
性
と
を
主
張
す
る
自
我
の
哲
学
を
示
し
た
ク
ー
ザ
ン
」

　
②
　
ル
イ
．
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
ド
ラ
マ
と
、
時
代
の
知
的
青
年
た
ち
の
知
性
史
　
　
　
の
勝
利
は
・
一
八
二
〇
1
三
〇
年
の
十
年
間
に
は
世
界
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

　
孤
立
し
た
思
想
家
で
あ
っ
た
メ
ー
ヌ
・
ド
・
ピ
ラ
ソ
の
、
主
意
的
な
内
感
の
　
　
と
り
わ
け
、
す
ば
ら
し
い
雄
弁
と
、
二
十
三
才
で
ソ
ル
ボ
ソ
ヌ
の
教
授
と
な

哲
学
と
必
理
学
的
分
析
の
方
法
と
は
・
時
代
の
求
め
た
方
向
と
完
全
に
一
致
し
　
　
　
り
、
思
想
界
の
指
導
的
地
位
に
た
つ
乏
い
う
か
が
や
か
し
い
成
功
と
に
よ
っ

て
・
彼
を
・
十
九
世
紀
思
潮
史
上
の
一
つ
の
大
き
な
流
れ
と
な
ρ
た
実
証
的
唯
　
　
　
て
、
ク
ー
ザ
ソ
は
、
青
年
た
ち
の
間
に
魔
術
的
な
魅
力
を
ふ
る
っ
た
。
時
代
の

心
論
の
源
と
し
て
い
る
・
し
か
し
・
同
時
代
に
対
す
る
彼
の
影
響
力
は
直
接
的
　
　
　
病
で
あ
る
ペ
シ
、
、
、
ス
ム
に
深
く
蝕
ま
れ
な
が
ら
も
新
し
い
道
を
さ
ぐ
り
求
め
て

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
人
柄
と
す
ぐ
れ
た
社
交
的
才
能
と
は
、
常
に
彼
　
　
　
い
た
知
的
青
年
た
ち
の
一
人
、
二
十
二
才
の
懐
疑
論
者
ジ
ョ
フ
ロ
ワ
は
、
ク
ー

を
哲
学
的
社
交
界
の
中
心
人
物
と
し
て
い
た
が
、
特
に
晩
年
に
は
、
ロ
ワ
イ
ニ
　
　
ザ
ソ
に
よ
っ
て
哲
学
へ
の
情
熱
と
信
仰
を
と
り
も
ど
し
、
そ
の
後
継
者
と
な
っ

・
コ
ラ
ー
ル
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
グ
：
ザ
ジ
、
ア
ソ
ペ
ー
ル
ら
唯
心
論
者
た
ち
が
　
　
　
た
。
二
十
才
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
も
、
一
八
一
九
年
の
ク
ー
ザ
ソ
の
歴
史
的
講
義
の

誘
欄
報
磐
グ
嫉
講
峨
鐸
翻
鉾
救
粛
計
饗
り
尉
　
鑓
齢
縫
解
私
鷲
翫
嶽
務
㍗
渉
審
鋤
構
鮨
拶
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
〃
は
、
感
覚
論
か
ら
唯
心
論
へ
の
ぬ
け
道
を
求
め
る
叢
派
と
同
じ
位
健
一

　
十
九
世
紀
前
半
の
新
し
い
思
潮
で
あ
る
唯
心
論
哲
学
は
・
十
八
世
紀
哲
学
の
　
　
　
た
つ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
　
“
ル
イ
．
ラ
ソ
ベ
ー
ル
〃
に
見
ら
れ
る
反
響
に
よ

継
承
者
で
あ
る
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
打
倒
を
目
ざ
し
て
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
哲
学
　
　
　
っ
て
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
お
け
る
ク
ー
ザ
ソ
の
影
響
は
、
一
八
三
五
年
頃
ま
で
認

の
紹
介
者
ロ
ワ
イ
エ
゜
コ
ラ
ー
ル
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
だ
。
ロ
ワ
イ
エ
・
コ
ラ
　
　
　
め
ら
れ
て
い
る
。
　
　
・

ー
ル
の
若
き
継
承
者
ク
ー
ザ
ソ
は
、
ト
マ
ス
・
リ
ー
ド
と
、
と
り
わ
け
ド
イ
ッ
　
　
　
十
八
世
紀
哲
学
と
の
対
決
か
ら
出
発
し
た
十
九
世
紀
哲
学
に
お
い
て
、
統
一

観
念
論
哲
学
の
影
響
の
も
と
に
唯
心
論
的
形
而
上
学
の
体
系
を
形
成
し
、
ソ
ル
　
　
体
系
へ
の
要
求
が
強
く
み
ら
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
個
人
主
義
の
勝

ボ
ソ
ヌ
と
エ
コ
ー
ル
・
ノ
ル
マ
ル
を
制
覇
し
て
二
十
年
代
の
フ
ラ
ソ
ス
哲
学
界
　
　
　
利
が
自
我
と
社
会
と
の
は
げ
し
い
か
っ
と
う
と
い
う
事
態
に
い
た
っ
て
の
ち
、

の
王
座
に
つ
い
た
。
ク
：
ザ
ソ
の
哲
学
は
、
自
ら
え
ら
ん
だ
名
称
の
示
す
と
お
　
　
七
月
革
命
後
の
フ
ラ
ソ
ス
思
潮
は
、
統
一
さ
れ
た
人
間
像
を
求
め
て
科
学
的
実

り
、
可
能
な
か
ぎ
り
の
諸
派
哲
学
の
折
衷
で
あ
り
、
メ
ー
ヌ
・
ド
・
ラ
ピ
ソ
の
　
　
証
主
義
、
社
会
主
義
の
方
向
へ
向
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
．
ロ
マ
ソ
派
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
リ
　
ユ
ミ
ネ

場
合
の
よ
う
な
強
力
な
論
理
的
体
系
を
欠
い
て
い
た
の
で
、
や
が
て
実
証
主
義
　
　
　
の
接
触
と
、
世
紀
未
以
来
の
接
神
論
派
の
流
行
の
土
壌
と
に
よ
っ
て
、
ス
ピ
ノ

の
台
頭
の
下
に
屈
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
思
想
的
政
治
的
中
庸
　
　
　
ザ
と
ス
ェ
ー
デ
ソ
ボ
ル
グ
が
一
つ
の
流
行
を
つ
く
り
、
汎
神
論
的
神
秘
思
想

主
義
は
、
左
右
両
翼
か
ら
は
げ
し
く
攻
撃
さ
れ
た
。
し
か
し
、
感
覚
論
と
神
秘
　
　
　
が
、
思
想
、
文
学
、
科
学
、
す
べ
て
の
領
域
に
お
い
て
、
知
納
エ
リ
ー
ト
た
ち



の
魂
を
癒
し
が
た
く
魅
惑
し
た
。
哲
学
者
た
ち
の
一
元
論
へ
の
要
求
は
、
と
り
　
　
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ジ
ュ
リ
ア
ソ
・
ソ
ー
ル
が
意
志
的
な
人
間
像
を
あ

わ
け
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
影
響
を
う
け
た
。
メ
ー
ヌ
・
ド
・
ビ
ラ
ソ
の
例
が
示
す
よ
　
　
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
に
、
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
、
時
代
の
知
的
人
間
像
を
表

う
に
、
個
人
主
義
、
主
意
主
義
の
た
だ
中
で
超
自
我
、
超
理
性
の
要
求
に
と
ら
　
　
現
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の

え
ら
れ
神
秘
思
想
へ
向
う
の
は
、
時
代
の
人
間
の
精
神
の
一
つ
の
傾
向
で
も
あ
　
　
　
知
性
史
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
証
言
は
あ
つ
た
で
あ
ろ
う

っ
た
。
ク
ー
ザ
ソ
の
中
庸
主
義
も
、
し
だ
い
に
、
汎
神
論
へ
傾
い
て
い
っ
た
。
　
　
か
？
“
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
”
は
、
ド
イ
ツ
で
大
成
功
を
博
し
た
が
、
フ
ラ
ソ

　
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
知
性
史
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
精
神
の
動
向
を
伝
　
　
　
ス
の
文
壇
で
は
、
多
分
に
美
学
的
見
地
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
黙
殺
さ
れ
て
す
ぎ

え
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
、
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
洗
礼
の
も
と
に
、
哲
学
に
よ
り
　
　
　
た
。
た
だ
、
一
部
に
、
深
く
感
動
し
こ
の
作
品
を
愛
し
た
人
々
が
い
た
。
た
と

自
己
形
成
を
は
じ
め
た
時
代
の
知
的
な
青
年
た
ち
が
、
唯
心
論
へ
の
志
向
と
の
　
　
え
ば
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
知
己
で
き
わ
め
て
知
的
な
女
性
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
る

間
に
、
さ
ま
ざ
ま
に
経
験
し
た
に
ち
が
い
な
い
、
自
己
形
成
の
途
上
で
の
思
想
　
　
カ
ロ
ー
夫
人
は
、
心
か
ら
の
讃
美
を
示
し
た
し
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
が
思
想
的
に
大

的
か
っ
と
う
を
、
内
部
の
混
乱
を
、
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ラ
　
　
き
な
影
響
を
う
け
、
と
く
に
こ
の
書
を
献
じ
た
解
剖
学
者
ジ
・
ッ
フ
ロ
ワ
・
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

ソ
ベ
ー
ル
の
パ
テ
テ
ィ
ッ
ク
な
か
っ
と
う
の
ド
ラ
マ
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
が
生
涯
　
　
　
ソ
・
チ
レ
：
ル
は
、
そ
の
深
い
思
想
の
表
現
に
讃
辞
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

の
が
れ
ら
れ
ず
苦
し
ん
だ
心
理
的
思
想
的
二
元
論
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
の
だ
　
く
だ
っ
て
・
一
会
二
年
の
フ
．
。
べ
：
ル
の
書
簡
の
中
に
・
我
々
は
彼
の
・
一

鑑
質
難
講
難
磁
伽
紅
蜷
難
艘
麺
講
簾
鞍
鍵
鋸
慧
養
臨
・
潜
∴

認
識
の
方
法
に
お
け
る
分
析
と
直
観
と
の
対
立
、
科
学
的
実
証
へ
の
志
向
と
神
　
　
　
〃
メ
タ
フ
ィ
ジ
ヅ
ク
な
・
臨
リ
シ
霊
の
小
説
”
の
プ
ラ
ソ
を
も
っ
て
い
た
の
に
・

秘
宗
教
へ
の
渇
望
と
の
自
我
に
お
け
る
対
立
、
こ
の
よ
う
な
か
っ
と
う
と
苦
し
　
　
　
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

み
の
中
で
、
自
我
の
統
一
、
思
想
の
統
一
へ
の
要
求
が
、
渇
望
さ
れ
る
。
そ
し
　
　
こ
と
を
発
見
し
、
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
中
に
、
自
分
の
神
秘
へ
の
性
癖
と
そ

て
、
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
よ
う
な
、
神
経
質
で
内
省
的
な
青
年
に
と
っ
て
は
、
社
会
　
　
　
の
た
め
の
狂
乱
の
恐
怖
と
を
見
出
し
た
た
め
で
あ
り
、
ま
た
一
つ
に
は
、
ル

的
自
我
の
統
一
と
い
う
方
向
は
完
全
に
と
ざ
さ
れ
、
社
会
へ
の
絶
望
感
は
た
だ
　
　
　
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
中
に
、
青
年
時
代
の
形
成
期
に
非
常
な
影
響
を
う
け
た
亡

彼
を
内
に
向
か
わ
せ
、
フ
ァ
ナ
チ
ッ
ク
な
ま
で
に
ひ
た
む
き
に
神
秘
思
想
へ
没
　
　
友
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ル
ポ
ワ
ト
ヴ
ァ
ソ
の
面
影
を
認
め
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

入
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
こ
の
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
、
い
く
ら
か
の
事
実
を
の
ぞ
け
ば
、
私
の
可
哀
想
な
ア

　
ロ
マ
ソ
主
義
時
代
の
作
家
た
ち
の
描
い
た
青
年
主
人
公
た
ち
の
多
く
は
、
ラ
　
　
　
ル
フ
レ
ッ
ド
で
す
〉
、
八
こ
の
本
は
、
　
一
晩
中
、
私
に
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
の
こ
と

ノ
ベ
ー
ル
の
よ
う
に
過
敏
で
神
経
質
で
内
省
的
な
、
自
意
識
的
な
タ
イ
プ
で
あ
　
　
　
を
夢
想
さ
せ
ま
し
た
V
フ
ロ
ベ
ー
ル
の
、
特
に
そ
の
初
期
に
著
し
い
哲
学
へ
の

る
。
し
か
し
彼
ら
は
、
と
り
わ
け
心
情
の
面
を
強
調
さ
れ
、
い
わ
ば
情
的
人
間
　
　
　
趣
味
、
汎
神
論
ぺ
の
傾
向
は
、
彼
の
生
活
に
お
い
て
、
知
的
形
成
に
お
い
て
、



は
な
れ
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
ル
ポ
ワ
ト
ヴ
ァ
ソ
の
影
響
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
小
説
の
テ
↓
と
し
て
の
”
知
性
〃
、
あ
る
い
は
”
知
的
人
間
〃

　
と
こ
ろ
で
、
ル
ネ
・
デ
シ
ャ
ル
ム
氏
に
ぱ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
ル
ポ
ワ
ト
　
　
　
　
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
知
性
史
が
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
自
身
の
問
題
を
あ
ら
わ
し

ヴ
ァ
ソ
の
肖
像
は
、
そ
の
気
質
と
知
性
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
主
人
公
と
非
　
　
　
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
に
お
い
て
も
興
味
深
い
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
に
似
て
い
る
。
彼
は
、
二
十
年
代
の
青
年
の
心
の
病
を
う
け
つ
い
だ
、
ペ
シ
　
　
　
る
こ
と
を
見
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
、
小
説
論
的
な
一
考
察
を
試
み
て

ミ
ス
ト
で
あ
っ
た
が
、
彼
に
お
い
て
は
そ
れ
は
、
外
的
環
境
よ
り
も
そ
の
気
質
　
　
小
論
の
し
め
く
く
り
と
し
た
い
。
天
才
に
お
け
る
人
間
の
知
性
の
偉
大
な
姿
を

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
非
常
に
虚
弱
で
（
一
八
四
八
年
、
三
　
　
描
こ
う
と
し
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
野
心
的
な
試
み
は
、
美
学
的
見
地
よ
り
み
て

十
二
才
で
死
）
、
感
受
性
が
鋭
く
デ
リ
ケ
ー
ト
で
、
し
た
が
っ
て
外
界
の
影
響
　
　
も
、
“
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
〃
に
お
い
て
実
現
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
？

に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
内
省
的
で
思
索
を
好
む
一
方
、
感
覚
の
誘
惑
に
弱
く
、
　
　
　
　
こ
の
試
み
の
困
難
さ
と
失
敗
の
予
感
は
、
し
ば
し
ば
バ
ル
ザ
ッ
ク
自
身
に
よ

い
つ
も
内
的
矛
盾
に
偶
み
、
精
神
は
不
安
定
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
　
　
　
っ
て
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
こ
の
作
品
の
推
敲
の
た
め
数
年
を
か
け
て
苦
心

は
哲
学
趣
味
の
強
い
文
学
青
年
で
、
神
秘
的
な
も
の
に
ひ
か
れ
る
唯
心
論
者
で
　
　
．
し
た
。
作
中
で
は
、
天
才
的
幼
少
期
か
ら
青
年
の
初
期
に
か
け
て
の
未
完
成
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

あ
り
、
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
者
で
あ
っ
た
。
フ
ロ
ベ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
ル
ー
ア
ン
中
　
　
姿
の
み
を
描
き
、
そ
れ
も
話
者
の
目
に
よ
っ
て
不
完
全
に
断
片
的
に
の
み
示
す
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
時
代
の
彼
と
こ
の
五
才
年
長
の
友
と
は
、
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
中
学
校
に
お
け
　
　
な
ど
の
技
巧
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
天
才
の
心
理
　
　
一

る
ラ
ソ
ベ
：
ル
と
語
り
手
（
こ
の
場
合
は
い
ず
れ
も
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
分
身
な
の
　
　
と
知
性
を
自
然
主
義
小
説
体
で
レ
ア
ル
に
描
く
欲
望
と
、
天
才
を
神
秘
化
し
て

だ
が
）
と
同
じ
よ
う
に
、
知
的
に
結
ぽ
れ
た
仲
で
あ
り
、
形
而
上
学
的
問
題
を
　
　
　
描
く
欲
望
と
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
た
の
で
、
構
成
上
の
不
統
一
を
ま
ぬ
が
れ
え

論
じ
て
何
時
間
も
す
ご
す
よ
う
な
仲
で
あ
っ
た
。
“
ら
せ
ん
凋
い
鋤
ω
鳳
轟
一
Φ
と
　
　
　
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
人
間
性
に
は
一
貫
し
た
発
展
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

題
さ
れ
た
前
述
の
小
説
の
プ
ラ
ソ
は
、
断
片
の
み
が
残
さ
れ
て
い
て
、
彼
は
こ
　
　
内
的
統
一
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
は
、
も
と
も
と
、
こ
の
時
期
に
完
成
さ
れ

こ
に
ス
ピ
ノ
ザ
的
汎
神
論
の
思
想
と
、
思
考
の
陥
る
幻
覚
、
狂
気
の
世
界
を
描
　
　
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
ド
ラ
マ
ト
ル
ギ
ー
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
人
物
だ
か
ら
で
あ

き
、
友
ル
ポ
ワ
ト
ヴ
ァ
ソ
を
登
場
さ
せ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
い
う
、
そ
の
片
　
　
り
、
そ
の
上
、
知
的
生
活
の
克
明
な
描
写
に
執
心
し
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
努
力
に

鱗
が
う
か
が
わ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
や
や
時
代
は
下
っ
て
も
、
ラ
　
　
　
よ
っ
て
肉
づ
け
さ
れ
た
ラ
γ
べ
ー
ル
は
、
そ
の
パ
テ
チ
ッ
ク
な
運
命
と
思
想
の

ン
ベ
ー
ル
の
知
性
史
の
ア
ク
チ
鋤
ア
リ
テ
は
、
ル
ポ
ワ
ト
ヴ
ァ
ソ
“
フ
ロ
ベ
ー
　
　
　
深
み
と
に
よ
っ
て
、
深
く
心
を
と
ら
え
ず
に
は
い
な
い
入
間
像
を
示
し
て
い

ル
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
確
か
な
証
言
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ソ
ベ
ー
ル
像
の
不
完
全
さ
は
認
め
る
と
し
て
も
、
こ
れ
以
上
に
描
く
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
？
少
く
と
も
小
説
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
作
家
も
、
バ



ル
ザ
ッ
ク
の
よ
う
な
試
み
を
成
功
さ
せ
て
は
い
な
い
。
チ
ボ
ー
デ
の
”
小
説
　
　
　
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ソ
ス
文
学
を
通
じ
一
．
貫
し
て
み
ら
れ
る
、
観
念
へ
の
あ
き
ら

論
”
は
、
小
説
の
テ
ー
マ
と
し
て
の
知
性
の
問
題
に
大
き
な
部
分
を
与
え
て
い
　
　
か
な
志
向
は
、
新
し
い
、
知
的
エ
リ
ー
ト
と
し
て
の
自
己
を
強
く
意
識
し
た
ロ

る
が
、
彼
に
よ
れ
ぽ
、
い
か
な
る
作
家
も
天
才
を
創
造
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
　
　
　
マ
ソ
主
義
者
た
ち
に
、
と
り
わ
け
著
し
く
あ
ら
わ
れ
、
彼
ら
は
、
予
言
者
で
あ

あ
る
。
作
家
は
、
モ
ラ
ル
に
お
い
て
は
自
己
よ
り
す
ぐ
れ
た
人
物
を
創
造
す
る
　
　
り
指
導
者
で
あ
る
詩
人
や
、
天
才
ゆ
え
に
苦
悩
す
る
芸
術
家
の
姿
の
中
に
、
彼

こ
と
は
で
き
る
が
、
自
己
よ
り
す
ぐ
れ
た
知
性
を
描
く
こ
と
は
不
可
能
だ
。
作
　
　
　
ら
の
誇
り
と
責
任
感
と
を
う
た
っ
た
。
青
年
．
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
哲
学
へ
の
情
熱
か

家
が
知
性
を
小
説
化
し
て
成
功
す
る
場
合
は
、
自
分
よ
り
劣
っ
た
知
性
を
描
く
　
　
　
ら
生
れ
た
”
哲
学
研
究
“
諸
作
品
は
、
小
説
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
こ
の
時
代
圏

か
、
バ
ル
ザ
．
ク
が
”
絶
対
の
探
究
〃
に
お
い
て
成
功
し
毒
う
に
、
知
性
を
　
の
新
し
い
志
向
を
実
現
し
た
の
で
あ
り
、
以
後
あ
ら
わ
れ
る
哲
学
小
説
や
知
識

外
面
か
ら
日
常
生
活
の
中
に
描
く
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
人
小
説
の
先
駆
け
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
天
才
と
し
て
で
は
な
く
、
一
青
年
の
知
性
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
し
　
　
　
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
に
せ
よ
・
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
゜
ク
ラ
ー
ス
に
せ
よ
・
バ
ル

て
の
ラ
ン
ベ
：
ル
は
ど
う
か
？
一
八
六
一
年
、
テ
ー
ヌ
は
、
自
叙
伝
風
の
青
年
　
　
ザ
ッ
ク
の
人
物
た
ち
が
、
以
後
の
文
学
に
描
か
れ
た
知
的
人
物
た
ち
と
異
る
魅

の
知
性
を
テ
：
マ
と
し
た
小
説
調
エ
チ
エ
ン
ヌ
．
メ
イ
ラ
ソ
〃
を
書
き
は
じ
め
　
　
　
力
を
も
う
て
い
る
と
ナ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
彼
ら
が
知
的
面
の
み
な
ら
ず
情
も
意

た
が
、
や
が
て
、
困
難
を
感
じ
て
ペ
ソ
を
捨
て
た
。
”
小
説
の
美
学
〃
で
チ
ボ
’
も
あ
わ
せ
も
っ
た
人
物
で
あ
り
・
し
か
も
・
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
が
最
高
の
発
現
』

佃
麺
罷
魁
磐
擁
隙
嶺
跨
雛
暢
西
錆
鶴
耀
罷
鹸
　
幾
収
魏
C
寂
軟
耀
杜
簸
墓
蟄
馳
鑓
硫
賭
墾
露
絹

・
己
の
知
性
史
を
語
ろ
う
と
い
う
誘
惑
に
と
ら
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
自
叙
伝
化
　
　
　
ロ
マ
ネ
ス
ク
な
生
活
と
を
作
中
人
物
の
中
に
結
合
す
る
と
い
う
こ
と
は
・
こ
う

す
る
作
家
の
ペ
ソ
か
ら
生
け
る
人
間
像
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
ま
　
　
　
し
て
あ
る
程
度
ま
で
解
決
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
人
間

れ
で
あ
り
、
“
エ
チ
エ
ソ
ヌ
．
メ
イ
ラ
ソ
の
失
敗
は
テ
ー
ヌ
の
失
敗
に
と
ど
ま
　
　
解
釈
と
小
説
技
巧
と
の
成
功
を
見
る
と
同
時
に
・
時
代
の
知
性
観
の
変
化
を
見

ら
ず
、
ジ
ャ
ソ
ル
の
失
敗
で
あ
る
〃
。
ベ
ル
ザ
ッ
ク
為
ま
た
、
自
叙
伝
を
語
る
　
　
な
瀞
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
時
代
に
は
、
ロ
マ
ソ
主
義
的
エ
ラ

ー
と
い
う
方
法
に
お
い
て
、
”
無
定
形
の
人
物
、
少
年
ら
し
か
ら
ぬ
少
年
〃
で
あ
　
　
　
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
の
信
仰
が
知
性
の
面
に
も
反
映
し
て
・
解
放
さ
れ
た
知
性
の

る
ル
イ
．
ラ
ン
ベ
ー
ル
を
生
ん
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
よ
ろ
こ
び
と
、
そ
の
能
力
に
対
す
る
ほ
と
ん
ど
絶
対
的
な
信
頼
と
が
あ
っ
た
・

　
十
九
世
紀
小
説
を
通
じ
て
の
大
き
な
特
徴
は
、
世
紀
末
に
い
く
た
の
”
知
識
　
　
　
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
に
み
ら
れ
る
、
人
間
の
知
性
を
あ
の
よ
う
に
正
面
か
ら
克

人
の
小
説
”
を
生
む
に
い
た
み
、
　
”
知
性
”
を
描
く
こ
と
へ
の
は
げ
し
い
情
熱
　
　
　
明
に
描
こ
う
と
す
る
、
今
日
で
は
奇
異
な
も
の
に
さ
え
思
え
る
情
熱
は
、
何
も

で
あ
る
の
ブ
ー
ル
ジ
ェ
の
”
弟
子
”
の
成
功
以
前
、
す
で
に
、
一
八
六
一
年
の
　
　
の
を
も
解
明
せ
ず
に
は
お
く
ま
い
と
す
る
時
代
の
合
理
主
義
の
精
神
と
、
き
り

テ
ー
ヌ
を
と
ら
宜
て
い
た
こ
の
傾
向
は
、
ロ
マ
ソ
主
義
文
学
と
と
も
に
は
じ
ま
　
　
　
は
な
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
時
代
の
移
り
か
わ
り
と
と
も
に
、
選
ば
れ
た
人



と
し
て
の
知
識
人
の
自
信
と
誇
り
は
変
形
し
て
い
き
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
や
ヴ
ィ
ニ
　
　
　
　
㈹
　
包
9
¢
び
①
暮
”
O
o
嘆
Φ
の
℃
o
づ
Ω
曽
昌
o
Φ
。
。
や
（
O
o
づ
9
畦
負
）
℃
°
蕊
も
゜
。

1
に
よ
っ
て
、
苦
悶
、
破
滅
と
い
う
逆
説
的
な
形
で
、
そ
の
崇
高
な
、
偉
大
な
　
　
　
　
⑨
　
即
U
Φ
ω
o
び
霞
ヨ
①
ω
”
O
°
霊
9
D
q
げ
Q
H
戸
ω
鋤
≦
ρ
の
o
昌
O
鋤
鎚
9
曾
①

姿
を
描
か
れ
た
知
性
は
、
フ
舜
ベ
ー
ル
以
後
の
文
学
で
は
、
人
間
の
病
や
不
幸
　
　
　
　
　
雲
ω
Φ
ω
宣
ひ
Φ
ω
鋤
く
”
三
一
〇
。
宅
゜
二
や
ら
。
。
，
㎝
一
゜

を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
小
説
に
お
け
る
知
性
が
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
の
形
　
　
　
㈹
　
即
乏
゜
霊
ω
o
プ
①
『
”
d
昌
首
ひ
Ω
詳
α
Φ
〇
二
ω
β
＜
Φ
霊
碧
げ
Φ
暮
”
り
甲

で
試
み
ら
れ
る
に
し
て
も
、
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
的
人
間
像
は
、
描
か
れ
る
こ
　
　
　
　
ω
℃
貯
巴
Φ
（
ド
鋤
日
曽
三
Φ
幻
o
巳
Φ
日
り
α
。
。
・
や
㊤
①
点
謹
）

ど
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
文
学
史
の
上
か
ら
み
て
も
、
こ
の
　
　
　
ω
　
〉
・
↓
三
げ
四
二
Ω
卑
…
国
Φ
山
Φ
箆
o
づ
ω
ω
二
『
い
①
力
o
ヨ
曽
P
（
O
巴
嵩
§
摯
。
a
＞

バ
ル
ザ
ッ
ク
の
人
物
は
、
記
念
す
べ
き
創
造
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
－
×
〈
・
ピ
Φ
『
o
目
き
α
Φ
一
．
一
葺
Φ
一
一
Φ
o
ε
巴
づ
・
一
。
。
。
。
、
一
島

　
　
註
ω
“
ル
イ
．
ラ
ソ
ベ
：
ル
〃
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
神
秘
思

　
ω
　
寓
゜
国
く
鋤
口
ω
”
・
臼
〇
三
ω
目
鋤
ヨ
び
①
葺
①
二
四
冒
三
一
〇
ω
o
層
三
Φ
創
Φ
し
d
Q
訂
9
0
こ
　
　
　
　
想
の
源
は
、
多
く
の
研
究
に
も
か
か
わ
ら
ず
未
だ
に
決
定
的
な
答
を
・
兄
て

　
　
戸
嵩
①
之
嵩
゜
。
°
（
H
o
の
ひ
O
o
吋
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
な
い
Q
バ
ル
ザ
ッ
ク
が
そ
の
魔
術
的
世
界
観
を
、
ジ
ョ
ッ
フ
μ
ワ
．
サ

　
②
　
メ
ー
ヌ
・
ド
・
ピ
ラ
ソ
に
つ
い
は
以
下
の
書
に
よ
る
。
澤
潟
久
敬
著
　
　
　
　
　
ン
・
チ
レ
ー
ル
や
ス
ェ
ー
デ
ソ
ボ
ル
グ
を
か
り
て
表
現
し
た
と
み
ら
れ
る

　
　
「
メ
：
ヌ
゜
ド
゜
ビ
ラ
ン
」
（
弘
文
堂
）
窪
鋤
く
募
蚕
邑
①
し
。
冨
p
　
・
」
の
懸
は
、
汎
神
論
的
で
あ
る
。
エ
ヴ
ァ
ソ
ス
に
よ
れ
ば
、
二
＋
才
頃
↑

難
輩
幽
襲
談
麗
難
肘
蕪
釣
雛
溝
轟
　
．
　
鯵
群
頻
グ
纂
寮
嘲
痩
畷
賭
靴
凝
難
麓
晒
而

　
⑧
　
Z
四
く
旨
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
れ
な
か
っ
た
時
代
の
科
学
の
読
書
を
通
じ
て
、
間
接
的
に
吸
収
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
紛
H
o
霞
5
巴
三
ニ
ヨ
Φ
゜
卜
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